




１９９２年 ４月１７日 第三種郵便物認可（毎月３回７の日発行）

２０２１年 ６月 ４日 発行 ＳＳＫＲ 増刊通巻 ９２３４号

山彦作業所 ２０2１年度事業計画

３

☆
事
業
の
課
題
と
目
標
①

■
目
標

・
作
業
を
通
じ
て
働
く
こ
と
の
喜
び
と
や

り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

参
加
と
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

■
課
題

・
支
援
度
の
高
い
利
用
者
が
で
き
る
作
業

種
目
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

■
取
り
組
み

・
作
業
の
細
分
化
や
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
作
業
を
提
供
し
ま
す
。

・
利
用
者
自
身
の
力
を
引
き
出
せ
る
支
援

を
し
ま
す
。

・
作
業
班
編
制
を
明
確
化
し
、
取
り
組
み

易
い
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

☆
事
業
の
課
題
と
目
標
②

■
目
標

・
５
年
後
・
10
年
後
も
地
域
で
働
き
な
が

ら
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

■
課
題

・
こ
れ
か
ら
高
齢
に
な
っ
て
い
く
利
用
者

へ
の
今
後
の
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

通
所
で
き
な
く
な
っ
た
方
へ
の
関
わ
り

方
や
つ
な
が
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
取
り
組
み

・
本
人
の
能
力
、
働
き
た
い
と
い
う
意
欲

を
尊
重
し
、
で
き
る
作
業
の
確
保
や
生

産
に
努
め
ま
す
。

・
利
用
者
と
家
族
の
想
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
相
談
や
提
案
を
で
き
る
関
係
性

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

・
弁
当
作
業
に
代
わ
る
作
業
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

☆
事
業
の
課
題
と
目
標
③

■
目
標

・
今
後
も
今
の
場
所
で
作
業
所
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
練
馬
区
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

■
課
題

・
本
誌
2
ペ
ー
ジ
の
（
2
）
に
あ
る
課
題

の
通
り
、
建
物
の
老
朽
化
と
財
政
的
な

支
援
の
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
取
り
組
み

・
山
彦
作
業
所
応
援
団
立
ち
上
げ
に
向
け
、

家
族
会
で
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

・
職
員
間
で
情
報
の
共
有
を
お
こ
な
っ
て

い
き
ま
す
。

・
建
物
の
改
修
に
つ
い
て
法
人
自
ら
お
こ

な
う
事
も
考
え
、
法
人
本
部
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

☆
事
業
の
基
本
理
念

・
山
彦
作
業
所
は
、
障
害
者
の
働
き
た
い
と

い
う
願
い
に
応
え
ま
す
。

・
山
彦
作
業
所
は
、
仕
事
を
通
じ
て
利
用
者

の
物
心
と
も
に
、
豊
か
な
地
域
生
活
を
目

指
し
ま
す
。

・
山
彦
作
業
所
は
、
地
域
福
祉
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

☆
事
業
概
要

・
事
業
種
別

就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型

・
主
た
る
対
象
者

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

身
体
障
害
者

・
利
用
定
員

30
名

・
職
員
構
成

管
理
者

１
名

（
相
談
支
援
兼
務
）

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

１
名

職
業
指
導
員

１
名

生
活
支
援
員

１
名

目
標
工
賃
達
成
指
導
員

１
名

非
常
勤

３
名

栄
養
士

１
名

調
理
員

４
名

事
務
員

１
名

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

■

利
用
者
支
援

（
１
）
個
別
支
援
の
充
実

（
２
）
作
業
支
援
の
充
実

（
３
）
生
活
支
援
の
充
実

以
上

以
上
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やまびこ第二作業所 ２０２１年度事業計画

☆
２
０
２
０
年
度

概
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
安
定
に
な
る
方
が

徐
々
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
外
出
自
粛
、

人
と
の
距
離
を
保
つ
、
食
事
中
の
会
話
を

し
な
い
、
作
業
時
間
の
短
縮
等
の
様
々
な

変
化
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
要
因
と
思
わ

れ
ま
す
。

②
制
約
の
多
い
日
常
生
活
の
た
め
、
楽
し

み
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

③
作
業
内
容
に
よ
っ
て
、
作
業
場
が
３
密

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
事
や
、
グ
ル
ー
プ

で
の
作
業
が
や
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

建
物
の
問
題
に
つ
い
て

老
朽
化
が
激
し
く
練
馬
区
か
ら
建
て
替

え
、
転
居
等
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

じ
建
物
の
二
階
で
活
動
す
る
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人

練
馬
区
障
害
者
事
業
所
」

（
こ
ぶ
し
事
業
所
）
と
も
協
議
を
し
な
が

ら､

田
柄
の
区
有
地
で
の
新
施
設
建
設
に
向

け
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

☆
２
０
２
１
年
度

重
点
的
取
り
組
み

１
．
個
別
支
援
の
充
実

２
．
作
業
支
援
の
充
実

３
．
生
活
支
援
の
充
実

４
，
建
物
移
転
に
関
し
て
４
者
で
協
力
し
て

勧
め
て
い
き
ま
す

☆
事
業
概
要

事
業
名

就
労
継
続
支
援
事
業
（
Ｂ
型
）

主
た
る
対
象
者

精
神
障
害

利
用
定
員

30
名

事
業
管
理
責
任
者

１
名

（
生
活
支
援
員
と
兼
務
）

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

１
名

職
業
指
導
員

１
名

生
活
支
援
員(

兼
務
）

２
名

非
常
勤
支
援
員

３
名

☆
事
業
基
本
方
針

◯
個
々
の
希
望
や
思
い
を
大
切
に
し
て
、

作
業
所
に
安
心
し
て
通
え
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

◯
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

安
定
し
た
地
域
で
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

◯
健
康
や
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

☆
事
業
計
画

①
「
個
別
支
援
計
画
」
利
用
者
と
面
接
の
う
え
作

成
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、

「
中
間
見
直
し
」
・
「
振
り
返
り
」
を
行
い
ま
す
。

②
日
頃
か
ら
職
員
間
の
情
報
交
換
や
朝
夕
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
支
援
会
議
等
を
通
し
て
、
担
当
以
外
の
利
用

者
に
つ
い
て
も
状
況
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

③
健
康
診
断
は
利
用
者
全
員
が
行
う
よ
う
工
夫
し
ま

す
。
健
診
結
果
に
対
し
て
共
通
の
課
題
な
ど
振
り
返

り
を
行
い
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

④
利
用
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
出
来
る
だ
け
定
期
的
に

行
い
、
利
用
者
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
安
心
し
て

通
え
る
作
業
所
を
目
指
し
、
思
い
や
願
い
を
安
心
し

て
言
え
る
雰
囲
気
作
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
定
期

的
に
月
間
予
定
表
を
配
布
し
て
、
作
業
所
の
予
定
や

お
知
ら
せ
が
行
き
届
く
よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
当
面
の
間
は
中
止
を
し
ま
す
。
食
生
活
に
課

題
を
抱
え
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て
は
そ
の
都
度
、

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

⑥
関
係
機
関
と
日
頃
の
連
携
を
強
化
し
、
維
持
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
相
談
支
援
事
業
や
就
労
移
行
支
援

事
業
と
も
連
携
を
行
い
、
よ
り
利
用
者
の
思
い
や
希

望
・
願
い
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

☆
事
業
理
念

◯
労
働
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
に
育
ち
合
う
環
境
を
作
り
ま
す
。

◯
作
業
所
が
地
域
に
根
ざ
し
、
障
害
者
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し

ま
す
。

◯
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
、
雇
用
の
機

会
を
広
げ
ま
す
。

◯
生
活
の
要
求
や
、
必
要
性
に
応
じ
た
活

動
を
取
り
入
れ
ま
す
。

○
障
害
者
の
生
活
に
関
わ
る
施
策
と
法
律

の
整
備
、
改
善
を
求
め
、
そ
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

以
上
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て

勧
め
て
い
き
ま
す

☆
事
業
概
要

事
業
名

就
労
継
続
支
援
事
業
（
Ｂ
型
）

主
た
る
対
象
者

精
神
障
害

利
用
定
員

30
名

事
業
管
理
責
任
者

１
名

（
生
活
支
援
員
と
兼
務
）

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

１
名

職
業
指
導
員

１
名

生
活
支
援
員(

兼
務
）

２
名

非
常
勤
支
援
員

３
名

☆
事
業
基
本
方
針

◯
個
々
の
希
望
や
思
い
を
大
切
に
し
て
、

作
業
所
に
安
心
し
て
通
え
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

◯
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

安
定
し
た
地
域
で
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

◯
健
康
や
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

☆
事
業
計
画

①
「
個
別
支
援
計
画
」
利
用
者
と
面
接
の
う
え
作

成
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、

「
中
間
見
直
し
」
・
「
振
り
返
り
」
を
行
い
ま
す
。

②
日
頃
か
ら
職
員
間
の
情
報
交
換
や
朝
夕
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
支
援
会
議
等
を
通
し
て
、
担
当
以
外
の
利
用

者
に
つ
い
て
も
状
況
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

③
健
康
診
断
は
利
用
者
全
員
が
行
う
よ
う
工
夫
し
ま

す
。
健
診
結
果
に
対
し
て
共
通
の
課
題
な
ど
振
り
返

り
を
行
い
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

④
利
用
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
出
来
る
だ
け
定
期
的
に

行
い
、
利
用
者
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
安
心
し
て

通
え
る
作
業
所
を
目
指
し
、
思
い
や
願
い
を
安
心
し

て
言
え
る
雰
囲
気
作
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
定
期

的
に
月
間
予
定
表
を
配
布
し
て
、
作
業
所
の
予
定
や

お
知
ら
せ
が
行
き
届
く
よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
当
面
の
間
は
中
止
を
し
ま
す
。
食
生
活
に
課

題
を
抱
え
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て
は
そ
の
都
度
、

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

⑥
関
係
機
関
と
日
頃
の
連
携
を
強
化
し
、
維
持
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
相
談
支
援
事
業
や
就
労
移
行
支
援

事
業
と
も
連
携
を
行
い
、
よ
り
利
用
者
の
思
い
や
希

望
・
願
い
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

☆
事
業
理
念

◯
労
働
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
に
育
ち
合
う
環
境
を
作
り
ま
す
。

◯
作
業
所
が
地
域
に
根
ざ
し
、
障
害
者
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し

ま
す
。

◯
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
、
雇
用
の
機

会
を
広
げ
ま
す
。

◯
生
活
の
要
求
や
、
必
要
性
に
応
じ
た
活

動
を
取
り
入
れ
ま
す
。

○
障
害
者
の
生
活
に
関
わ
る
施
策
と
法
律

の
整
備
、
改
善
を
求
め
、
そ
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

以
上
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☆
２
０
２
０
年
度
を
振
り
返
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
で
、
利
用
者
や
職

員
は
、
不
安
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
策
で
、
作
業
の
テ
ー
ブ
ル
配
置
を

変
え
、
対
面
を
止
め
て
の
教
室
形
式
に
し
ま
し
た
。

結
果
、
他
愛
無
い
会
話
が
減
り
ま
し
た
。

外
出
自
粛
は
、
体
力
と
意
欲
の
低
下
を
招
い
て
活
動

性
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
利
用
者
の
再
発
・
再
入
院
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
な
一
年
で
し
た
。

☆
２
０
２
１
年
度
の
重
点
課
題

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
解
す
る
学
習
を
継
続

し
て
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
、
三
密
を
避
け
る
行
動
と

事
業
所
と
し
て
は
、
感
染
防
止
の
環
境
づ
く
り
を
継

続
し
ま
す
。

２
、
利
用
者
の
通
所
目
的
と
生
活
課
題
に
応
え
る

①
利
用
者
が
安
定
し
て
通
所
し
働
け
る
よ
う
に
心

身
の
健
康
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

②
就
労
を
め
ざ
す
利
用
者
に
対
し
て
は
、
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
や
ま
び
こ
」
や
練
馬
区
障
害
者
就
労

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
支
援
を
し
ま
す
。

③
加
齢
で
腰
痛
な
ど
か
ら
だ
の
変
調
が
で
て
い
る

利
用
者
へ
は
、
理
学
療
法
士
等
に
相
談
し
て
あ
ら
た

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
ま
す
。

④
家
族
か
ら
自
立
を
め
ざ
し
て
い
る
利
用
者
へ
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
知
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

３
、
作
業
の
充
実

（
1
）
工
賃
に
つ
い
て

①
工
賃
目
標
額

時
給
180
円

②
工
賃
増
額
を
目
指
し
ま
す
。

③
他
事
業
所
と
連
携
し
、
共
同
で
仕
事
を
受
注
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
参
加
し
ま
す
。

（
２
）
作
業
種
目

①
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
封
入
作
業

②
線
香
組
立
作
業

③
農
福
連
携
事
業

④
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
抽
出
作
業

⑤
自
主
製
品

（
３
）
作
業
編
成

利
用
者
個
々
人
の
能
力
や
適
性
、
得
意
分
野
を
伸

ば
し
、
苦
手
分
野
を
補
え
る
よ
う
に
事
業
所
全
体
で

工
夫
し
ま
す
。

４
、
事
業
所
が
快
適
に
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

５
、
職
員
は
研
修
に
努
め
ま
す
。

☆
事
業
概
要

事
業
所
名

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
石
神
井
（
就
労
継
続

支
援
事
業
Ｂ
型
）

主
た
る
対
象
者

精
神
障
害
者

定
員

28
名

職
員
体
制

常
勤
3
名
（
施
設
長
・
支
援
員
）

非
常
勤
3
名
（
支
援
員
）

☆
基
本
理
念

①
利
用
者
の
仲
間
と
共
に
働
き
た
い
願
い
に
応
え
ま

す
。

②
利
用
者
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
願
い
に

応
え
ま
す
。

③
障
害
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
関
係
者
と
地
域
の
方
々
と
す
す
め
ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

・
個
別
支
援
計
画
の
策
定

・
個
別
面
談

・
家
族
・
関
係
者
と
の
連
携

・
行
事
・
レ
ク
へ
の
参
加

・
利
用
相
談

・
苦
情
窓
口

・
非
常
災
害
時
対
応

２
０
２
０
年
度
第
三
者
評
価
講
評

〈
特
に
良
い
と
思
う
点
〉

・
作
業
を
通
し
て
社
会
参
加
、
就
労
を
通
じ
た
自
己

実
現
な
ど
個
々
の
利
用
者
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
幅
広
い
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
さ
ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
る
点
〉

・
利
用
者
の
高
齢
化
や
障
害
の
多
様
化
に
対
応
で
き

る
新
た
な
作
業
種
の
開
拓
を
は
じ
め
て
お
り
、
そ
の

成
果
に
期
待
し
た
い
。

・
大
規
模
震
災
に
備
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
等
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
が
も
と
め
ら
れ
る
。

以
上

５
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☆
２
０
２
０
年
度
を
振
り
返
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
で
、
利
用
者
や
職

員
は
、
不
安
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
策
で
、
作
業
の
テ
ー
ブ
ル
配
置
を

変
え
、
対
面
を
止
め
て
の
教
室
形
式
に
し
ま
し
た
。

結
果
、
他
愛
無
い
会
話
が
減
り
ま
し
た
。

外
出
自
粛
は
、
体
力
と
意
欲
の
低
下
を
招
い
て
活
動

性
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
利
用
者
の
再
発
・
再
入
院
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
な
一
年
で
し
た
。

☆
２
０
２
１
年
度
の
重
点
課
題

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
解
す
る
学
習
を
継
続

し
て
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
、
三
密
を
避
け
る
行
動
と

事
業
所
と
し
て
は
、
感
染
防
止
の
環
境
づ
く
り
を
継

続
し
ま
す
。

２
、
利
用
者
の
通
所
目
的
と
生
活
課
題
に
応
え
る

①
利
用
者
が
安
定
し
て
通
所
し
働
け
る
よ
う
に
心

身
の
健
康
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

②
就
労
を
め
ざ
す
利
用
者
に
対
し
て
は
、
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
や
ま
び
こ
」
や
練
馬
区
障
害
者
就
労

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
支
援
を
し
ま
す
。

③
加
齢
で
腰
痛
な
ど
か
ら
だ
の
変
調
が
で
て
い
る

利
用
者
へ
は
、
理
学
療
法
士
等
に
相
談
し
て
あ
ら
た

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
ま
す
。

④
家
族
か
ら
自
立
を
め
ざ
し
て
い
る
利
用
者
へ
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
知
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。

３
、
作
業
の
充
実

（
1
）
工
賃
に
つ
い
て

①
工
賃
目
標
額

時
給
180
円

②
工
賃
増
額
を
目
指
し
ま
す
。

③
他
事
業
所
と
連
携
し
、
共
同
で
仕
事
を
受
注
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
参
加
し
ま
す
。

（
２
）
作
業
種
目

①
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
封
入
作
業

②
線
香
組
立
作
業

③
農
福
連
携
事
業

④
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
抽
出
作
業

⑤
自
主
製
品

（
３
）
作
業
編
成

利
用
者
個
々
人
の
能
力
や
適
性
、
得
意
分
野
を
伸

ば
し
、
苦
手
分
野
を
補
え
る
よ
う
に
事
業
所
全
体
で

工
夫
し
ま
す
。

４
、
事
業
所
が
快
適
に
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
環
境

整
備
を
図
り
ま
す
。

５
、
職
員
は
研
修
に
努
め
ま
す
。

☆
事
業
概
要

事
業
所
名

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
石
神
井
（
就
労
継
続

支
援
事
業
Ｂ
型
）

主
た
る
対
象
者

精
神
障
害
者

定
員

28
名

職
員
体
制

常
勤
3
名
（
施
設
長
・
支
援
員
）

非
常
勤
3
名
（
支
援
員
）

☆
基
本
理
念

①
利
用
者
の
仲
間
と
共
に
働
き
た
い
願
い
に
応
え
ま

す
。

②
利
用
者
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
し
た
い
願
い
に

応
え
ま
す
。

③
障
害
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
関
係
者
と
地
域
の
方
々
と
す
す
め
ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

・
個
別
支
援
計
画
の
策
定

・
個
別
面
談

・
家
族
・
関
係
者
と
の
連
携

・
行
事
・
レ
ク
へ
の
参
加

・
利
用
相
談

・
苦
情
窓
口

・
非
常
災
害
時
対
応

２
０
２
０
年
度
第
三
者
評
価
講
評

〈
特
に
良
い
と
思
う
点
〉

・
作
業
を
通
し
て
社
会
参
加
、
就
労
を
通
じ
た
自
己

実
現
な
ど
個
々
の
利
用
者
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
幅
広
い
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
さ
ら
な
る
改
善
が
望
ま
れ
る
点
〉

・
利
用
者
の
高
齢
化
や
障
害
の
多
様
化
に
対
応
で
き

る
新
た
な
作
業
種
の
開
拓
を
は
じ
め
て
お
り
、
そ
の

成
果
に
期
待
し
た
い
。

・
大
規
模
震
災
に
備
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
等
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
が
も
と
め
ら
れ
る
。

以
上

５
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☆
２
０
２
０
年
度
の
概
況

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
必
要
と
す

る
方
々
の
た
め
に
事
業
所
を
開
所
し
続
け
ま
し

た
。そ

の
結
果
と
し
て
年
度
内
で
の
一
般
就
労
等

の
状
況
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
就
労
者
・
・
１
名

（
清
掃
業
１
名
）

●
就
労
定
着
者
・
・
２
名

（
小
売
１
名
、
介
護
系
１
名
）

☆
２
０
２
１
年
度
の

重
点
的
な
取
り
組
み

１

定
期
的
に
見
学
・
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

２
０
２
０
年
度
は
利
用
者
４
名
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
就
労
者
を
１
名
、
新
規
利
用
の
方
を
３
名
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
事
業
所

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
定
期

的
に
見
学
、
体
験
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２

就
労
定
着
者
３
名
を
目
指
し
ま
す

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
大
規
模
な
就
職
面
接
会
が
中
止
に
な

る
な
ど
、
就
職
活
動
が
難
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
も
当
面
の
間
同
じ
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
就

職
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３

定
着
支
援
を
関
係
者
と
連
携
し
て
行
い
ま
す

２
０
２
０
年
度
就
労
し
た
1
名
の
方
は
、
一
人

職
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
丁
寧
な
定
着
支
援
が
必

要
で
し
た
。
事
業
所
と
し
て
も
定
着
支
援
を
行
い
ま

し
た
が
、
外
部
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
依
頼
し
て
、
共

同
し
て
定
着
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
そ
の

人
に
合
わ
せ
て
必
要
な
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

定
着
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

☆
事
業
概
要

・
事
業
名

就
労
移
行
支
援
事
業

（
就
労
継
続
支
援
B
型
と
の
多
機
能
型
）

・
主
た
る
対
象
者

知
的
障
害
、
精
神
障
害

・
利
用
定
員

６
名

・
職
員
体
制

管
理
者
・
・
１
名

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
兼
務
）

常
勤
支
援
員

２
名

職
業
指
導
員

１
名

就
労
支
援
員

１
名

非
常
勤
支
援
員

１
名
（
生
活
支
援
員
）

☆
事
業
の
基
本
方
針

（
１
）
利
用
者
の
働
き
続
け
た
い
想
い
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

（
２
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
言
葉
通
り
失
敗
も
含

め
た
様
々
な
体
験
を
し
て
学
び
就
労
を
目
指
し
ま

す
。

（
３
）
本
人
の
目
的
と
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

（
４
）
福
祉
就
労
と
は
違
い
、
一
般
企
業
に
貢
献

で
き
る
社
員
と
し
て
就
職
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

就
労
移
行
支
援
の
内
容

（
１
）
生
活
支
援

（
２
）
就
職
支
援

（
３
）
就
労
実
習

（
４
）
定
着
支
援

段
階
に
応
じ
た
支
援
方
針
と
体
制
。

・
導
入
期
、
訓
練
期
、
移
行
期
、
定
着
期
に
区
切
り
、

個
々
の
能
力
や
段
階
に
合
わ
せ
て
個
別
支
援
計
画
を

作
成
し
支
援
す
る
。

苦
情
解
決

別
途
定
め
る
「
苦
情
解
決
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
側
の
立
場
に
立
っ
て
誠
実
に
対
応
す
る
。

苦
情
受
付
担
当
者
、
苦
情
解
決
責
任
者
、
第
三
者
委

員
の
氏
名
と
連
絡
先
、
相
談
方
法
を
わ
か
り
や
す
い

か
た
ち
で
事
業
所
内
に
掲
示
す
る
。

虐
待
防
止

別
途
定
め
る
「
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
の
人
権
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
適
切
な
事
業

運
営
を
行
う
。

危
機
管
理

別
途
定
め
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
と
職
員
等
の
生
命
を
第
一
に
考
え
た
施
設
管

理
を
行
う
。

以
上
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☆
２
０
２
０
年
度
の
概
況

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
必
要
と
す

る
方
々
の
た
め
に
事
業
所
を
開
所
し
続
け
ま
し

た
。そ

の
結
果
と
し
て
年
度
内
で
の
一
般
就
労
等

の
状
況
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
就
労
者
・
・
１
名

（
清
掃
業
１
名
）

●
就
労
定
着
者
・
・
２
名

（
小
売
１
名
、
介
護
系
１
名
）

☆
２
０
２
１
年
度
の

重
点
的
な
取
り
組
み

１

定
期
的
に
見
学
・
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

２
０
２
０
年
度
は
利
用
者
４
名
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
就
労
者
を
１
名
、
新
規
利
用
の
方
を
３
名
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
事
業
所

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
定
期

的
に
見
学
、
体
験
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２

就
労
定
着
者
３
名
を
目
指
し
ま
す

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
大
規
模
な
就
職
面
接
会
が
中
止
に
な

る
な
ど
、
就
職
活
動
が
難
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
も
当
面
の
間
同
じ
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
就

職
活
動
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３

定
着
支
援
を
関
係
者
と
連
携
し
て
行
い
ま
す

２
０
２
０
年
度
就
労
し
た
1
名
の
方
は
、
一
人

職
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
丁
寧
な
定
着
支
援
が
必

要
で
し
た
。
事
業
所
と
し
て
も
定
着
支
援
を
行
い
ま

し
た
が
、
外
部
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
に
依
頼
し
て
、
共

同
し
て
定
着
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
そ
の

人
に
合
わ
せ
て
必
要
な
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

定
着
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

☆
事
業
概
要

・
事
業
名

就
労
移
行
支
援
事
業

（
就
労
継
続
支
援
B
型
と
の
多
機
能
型
）

・
主
た
る
対
象
者

知
的
障
害
、
精
神
障
害

・
利
用
定
員

６
名

・
職
員
体
制

管
理
者
・
・
１
名

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
兼
務
）

常
勤
支
援
員

２
名

職
業
指
導
員

１
名

就
労
支
援
員

１
名

非
常
勤
支
援
員

１
名
（
生
活
支
援
員
）

☆
事
業
の
基
本
方
針

（
１
）
利
用
者
の
働
き
続
け
た
い
想
い
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

（
２
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
言
葉
通
り
失
敗
も
含

め
た
様
々
な
体
験
を
し
て
学
び
就
労
を
目
指
し
ま

す
。

（
３
）
本
人
の
目
的
と
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

（
４
）
福
祉
就
労
と
は
違
い
、
一
般
企
業
に
貢
献

で
き
る
社
員
と
し
て
就
職
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

就
労
移
行
支
援
の
内
容

（
１
）
生
活
支
援

（
２
）
就
職
支
援

（
３
）
就
労
実
習

（
４
）
定
着
支
援

段
階
に
応
じ
た
支
援
方
針
と
体
制
。

・
導
入
期
、
訓
練
期
、
移
行
期
、
定
着
期
に
区
切
り
、

個
々
の
能
力
や
段
階
に
合
わ
せ
て
個
別
支
援
計
画
を

作
成
し
支
援
す
る
。

苦
情
解
決

別
途
定
め
る
「
苦
情
解
決
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
側
の
立
場
に
立
っ
て
誠
実
に
対
応
す
る
。

苦
情
受
付
担
当
者
、
苦
情
解
決
責
任
者
、
第
三
者
委

員
の
氏
名
と
連
絡
先
、
相
談
方
法
を
わ
か
り
や
す
い

か
た
ち
で
事
業
所
内
に
掲
示
す
る
。

虐
待
防
止

別
途
定
め
る
「
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
の
人
権
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
適
切
な
事
業

運
営
を
行
う
。

危
機
管
理

別
途
定
め
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
則
り
、

利
用
者
と
職
員
等
の
生
命
を
第
一
に
考
え
た
施
設
管

理
を
行
う
。

以
上
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☆
２
０
２
０
年
度
の
概
況

●
入
居
者

・
9
月
と
11
月
に
新
規
入
居
者
2
人
が
入

り
、
現
在
は
定
員
17
人
の
満
室
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
規
入
居
者
の
入
居
前
の
住
居
は
家
族

と
の
同
居
と
精
神
科
病
院
（
入
院
）
で
す
。

●
職
員
体
制

・
20
年
度
5
月
末
に
常
勤
職
員
と
非
常
勤

職
員
２
名
の
退
職
が
あ
り
ま
し
た
が
、
８

月
に
常
勤
職
員
と
10
月
に
非
常
勤
職
員
を

新
規
採
用
し
ま
し
た
。

☆
２
０
２
１
年
度
の

重
点
的
な
取
り
組
み

●
入
居
者
支
援
の
充
実

・
入
居
者
の
健
康
維
持
や
生
活
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
そ
う
じ
、
入
浴
、
着
替
え
な
ど
の

清
潔
保
持
な
ど
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

・
日
中
活
動
に
行
け
て
い
な
い
入
居
者
に
対
し
、

積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。

・
入
居
者
の
居
室
へ
の
訪
問
の
機
会
を
増
や
し
、

状
況
の
把
握
と
そ
れ
に
応
じ
た
支
援
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

・
通
過
型
の
入
居
者
に
対
し
て
、
入
居
期
限
後

の
生
活
に
向
け
た
支
援
を
計
画
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●
業
務
内
容
の
整
理
、
明
確
化

・
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
業
務
内
容
や
責
任
制
、
非
常
時
の
対

応
な
ど
明
確
化
し
ま
す
。

●
危
機
管
理
体
制
の
確
立

・
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
を
見

直
し
、
確
立
し
ま
す
。

☆
事
業
概
要

・
事
業
名

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

・
主
た
る
対
象
者

精
神
障
害

・
入
居
定
員

本
体

１
階

男
性
２
名
（
滞
在
型
）

２
階

女
性
４
名
（
通
過
型
）

３
階

男
性
４
名
（
通
過
型
）

サ
テ
ラ
イ
ト

１
Ｄ
Ｋ
４
室

４
名
（
滞
在
型
）

２
Ｄ
Ｋ
１
室

３
名
（
滞
在
型
）

・
職
員
体
制

常
勤
世
話
人
・
・
３
名

（
う
ち
１
名
、
管
理
者
と
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
の
兼
務
）

非
常
勤
世
話
人

６
名

顧
問
医

１
名

夜
間
体
制

宿
直
週
４
回
（
月
～
木
）

☆
事
業
の
基
本
方
針

（
１
）
入
居
者
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、

健
康
の
維
持
増
進
と
生
活
の
質
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
入
居
者
同
士
が
良
好
な
関
係
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
、
交
流
を

図
り
ま
す
。

（
３
）
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環

境
を
提
供
し
ま
す
。

（
４
）
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

定
期
面
談

６
ヶ
月
ご
と

※
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

月
1
回

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

年
２
～
３
回

※
食
事
提
供

夕
食
・
・
・
日
・
火
・
木

朝
食
・
・
・
火
・
木
・
金

昼
食
づ
く
り
・
・
・
土

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
令
や
、
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
等
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
形

態
を
柔
軟
に
変
え
て
、
感
染
防
止
対
策
を
取
り

ま
す
。

以
上
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☆
２
０
２
０
年
度
の
概
況

●
入
居
者

・
9
月
と
11
月
に
新
規
入
居
者
2
人
が
入

り
、
現
在
は
定
員
17
人
の
満
室
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
規
入
居
者
の
入
居
前
の
住
居
は
家
族

と
の
同
居
と
精
神
科
病
院
（
入
院
）
で
す
。

●
職
員
体
制

・
20
年
度
5
月
末
に
常
勤
職
員
と
非
常
勤

職
員
２
名
の
退
職
が
あ
り
ま
し
た
が
、
８

月
に
常
勤
職
員
と
10
月
に
非
常
勤
職
員
を

新
規
採
用
し
ま
し
た
。

☆
２
０
２
１
年
度
の

重
点
的
な
取
り
組
み

●
入
居
者
支
援
の
充
実

・
入
居
者
の
健
康
維
持
や
生
活
能
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
そ
う
じ
、
入
浴
、
着
替
え
な
ど
の

清
潔
保
持
な
ど
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

・
日
中
活
動
に
行
け
て
い
な
い
入
居
者
に
対
し
、

積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。

・
入
居
者
の
居
室
へ
の
訪
問
の
機
会
を
増
や
し
、

状
況
の
把
握
と
そ
れ
に
応
じ
た
支
援
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

・
通
過
型
の
入
居
者
に
対
し
て
、
入
居
期
限
後

の
生
活
に
向
け
た
支
援
を
計
画
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●
業
務
内
容
の
整
理
、
明
確
化

・
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
業
務
内
容
や
責
任
制
、
非
常
時
の
対

応
な
ど
明
確
化
し
ま
す
。

●
危
機
管
理
体
制
の
確
立

・
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
を
見

直
し
、
確
立
し
ま
す
。

☆
事
業
概
要

・
事
業
名

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

・
主
た
る
対
象
者

精
神
障
害

・
入
居
定
員

本
体

１
階

男
性
２
名
（
滞
在
型
）

２
階

女
性
４
名
（
通
過
型
）

３
階

男
性
４
名
（
通
過
型
）

サ
テ
ラ
イ
ト

１
Ｄ
Ｋ
４
室

４
名
（
滞
在
型
）

２
Ｄ
Ｋ
１
室

３
名
（
滞
在
型
）

・
職
員
体
制

常
勤
世
話
人
・
・
３
名

（
う
ち
１
名
、
管
理
者
と
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
の
兼
務
）

非
常
勤
世
話
人

６
名

顧
問
医

１
名

夜
間
体
制

宿
直
週
４
回
（
月
～
木
）

☆
事
業
の
基
本
方
針

（
１
）
入
居
者
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、

健
康
の
維
持
増
進
と
生
活
の
質
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
入
居
者
同
士
が
良
好
な
関
係
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
に
支
援
し
、
交
流
を

図
り
ま
す
。

（
３
）
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環

境
を
提
供
し
ま
す
。

（
４
）
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

☆
事
業
計
画
（
抜
粋
）

定
期
面
談

６
ヶ
月
ご
と

※
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

月
1
回

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

年
２
～
３
回

※
食
事
提
供

夕
食
・
・
・
日
・
火
・
木

朝
食
・
・
・
火
・
木
・
金

昼
食
づ
く
り
・
・
・
土

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
令
や
、
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
等
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
形

態
を
柔
軟
に
変
え
て
、
感
染
防
止
対
策
を
取
り

ま
す
。

以
上
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２０２１年 ６月 ４日 発行 ＳＳＫＲ 増刊通巻 ９２３４号

８

相談支援事業所 ２０2１年度事業計画

２
０
２
０
年
度
事
業
所
報
告

２
０
２
０
年
２
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
が
一
気
に
現
れ
、
相
談
者
や
家
族
と
の
面
談
、

施
設
訪
問
等
が
十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
在
宅
で
単
身
の
方
に
は
状
況
把
握
の
た
め
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
の
機
会
が
限
ら

れ
、
生
活
状
況
の
把
握
が
困
難
な
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
度
末
に
な
っ
て
も
感
染
が
収

束
せ
ず
、
引
き
続
い
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

当
事
者
・
家
族
の
負
担
は
時
間
と
共
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
混
乱
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

相
談
支
援
事
業
所
の
役
割
を
今
年
度
も
模
索
し
て

い
き
ま
す
。

■
山
彦
相
談
支
援
事
業
所

２
０
２
１
年
度
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
は
計

画
作
成
業
務
に
追
わ
れ
、
相
談
支
援
業
務
が
持
つ

本
来
の
役
割(

生
活
上
の
様
々
な
課
題
を
と
も
に
考

え
る
。
）
は
十
分
に
は
担
え
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
十
分
に
は

行
え
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
反
省
点
で
あ
り
、

記
録
の
整
備
が
不
十
分
で
次
回
に
活
か
す
情
報
と

し
て
整
理
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
に
向
け
て
の
主
な
取
り
組
み

１

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
そ
の
情
報
整
理
、

共
有
化
に
向
け
た
活
用
を
図
り
ま
す

２
０
２
１
年
１
月
に
行
わ
れ
た
練
馬
区
検
査
指

導
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
不
実
施
が
文
書
指

摘
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
実
施
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
の
業
務
時
間
の
振
り
分
け

や
計
画
的
業
務
遂
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２

３
事
業
所
の
業
務
遂
行
の
手
順
や
文
書
書
式

の
整
備
を
図
り
ま
す

山
彦
福
祉
会
で
は
各
Ｂ
型
事
業
所
に
相
談
支
援

事
業
が
併
設
さ
れ
、
兼
務
職
員
に
て
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
３
相
談
支
援
事
業
所
間
で
の
連

携
や
業
務
振
り
分
け
等
が
未
整
理
の
た
め
、
様
々

な
業
務
が
重
複
し
て
行
わ
れ
、
時
間
の
無
駄
を
生

ん
だ
り
、
無
駄
な
文
書
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

相
談
支
援
員
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
時

間
の
無
駄
を
省
き
、
相
談
支
援
本
来
の
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
も
３
事
業
所
で
の
連
携
強
化
や
業

務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
文

書
書
式
や
そ
の
整
理
等
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

３

相
談
支
援
事
業
所
の
今
後
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
影
響
の
た
め
相
談
支

援
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
話
し
合
い
が

十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
現
状
と

課
題
の
整
理
が
で
き
て
お
ら
ず
、
将
来
に
つ
い
て

の
議
論
が
深
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
１

年
度
は
こ
の
た
め
の
話
し
合
い
を
行
い
、
事
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
や
ま
び
こ
第
二
相
談
支
援
事
業
所

・
支
援
の
充
実
を
は
か
り
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
利
用
者
・
家
族
が
大

勢
い
ま
す
。
ま
た
せ
っ
か
く
つ
な
が
っ
た
事
業
所

や
制
度
と
も
疎
遠
に
な
っ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。

・
今
後
の
事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
き
ま
す

１
人
職
場
の
問
題
、
制
度
の
問
題
等
々
と
あ
り

ま
す
が
、
３
所
で
協
力
し
て
体
制
を
組
ん
で
い
き

ま
す
。
定
期
的
な
話
し
合
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
第
二
作
業
所
と
の
連
携
を
強
く
し
て
い
き
ま
す

相
談
事
業
で
得
た
情
報
、
関
係
機
関
と
の
関
係

と
活
用
し
て
、
第
二
作
業
所
の
支
援
の
充
実
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
き
ま
す
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
石
神
井
相
談
支
援
事
業
所

利
用
者
と
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

目
標

１
．
情
報
の
提
供

生
活
の
変
化
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

存
在
を
知
ら
ず
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
い
る

た
め
、
将
来
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
利
用
者
・
家
族

の
意
向
を
確
認
し
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
を

伝
え
、
将
来
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
考
え
る

き
っ
か
け
が
作
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

２
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
状
況
等
を

確
認
し
、
支
援
者
と
一
緒
に
評
価
や
見
直
し
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
集
中
す
る
等
、

余
裕
が
な
い
月
は
取
り
組
み
方
を
工
夫
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す
。

３
．
相
談
支
援
事
業
所
の
今
後
を
考
え
る

現
在
の
体
制
で
継
続
す
る
こ
と
に
危
機
感
を
感

じ
て
い
る
た
め
、
利
用
者
・
地
域
・
そ
し
て
法
人

に
と
っ
て
、
最
善
の
方
法
を
見
つ
け
た
い
と
考
え

ま
す
。

以
上
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８

相談支援事業所 ２０2１年度事業計画

２
０
２
０
年
度
事
業
所
報
告

２
０
２
０
年
２
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
が
一
気
に
現
れ
、
相
談
者
や
家
族
と
の
面
談
、

施
設
訪
問
等
が
十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
在
宅
で
単
身
の
方
に
は
状
況
把
握
の
た
め
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
の
機
会
が
限
ら

れ
、
生
活
状
況
の
把
握
が
困
難
な
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
度
末
に
な
っ
て
も
感
染
が
収

束
せ
ず
、
引
き
続
い
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

当
事
者
・
家
族
の
負
担
は
時
間
と
共
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
混
乱
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

相
談
支
援
事
業
所
の
役
割
を
今
年
度
も
模
索
し
て

い
き
ま
す
。

■
山
彦
相
談
支
援
事
業
所

２
０
２
１
年
度
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
は
計

画
作
成
業
務
に
追
わ
れ
、
相
談
支
援
業
務
が
持
つ

本
来
の
役
割(

生
活
上
の
様
々
な
課
題
を
と
も
に
考

え
る
。
）
は
十
分
に
は
担
え
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
十
分
に
は

行
え
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
反
省
点
で
あ
り
、

記
録
の
整
備
が
不
十
分
で
次
回
に
活
か
す
情
報
と

し
て
整
理
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
に
向
け
て
の
主
な
取
り
組
み

１

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
そ
の
情
報
整
理
、

共
有
化
に
向
け
た
活
用
を
図
り
ま
す

２
０
２
１
年
１
月
に
行
わ
れ
た
練
馬
区
検
査
指

導
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
不
実
施
が
文
書
指

摘
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
実
施
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
の
業
務
時
間
の
振
り
分
け

や
計
画
的
業
務
遂
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２

３
事
業
所
の
業
務
遂
行
の
手
順
や
文
書
書
式

の
整
備
を
図
り
ま
す

山
彦
福
祉
会
で
は
各
Ｂ
型
事
業
所
に
相
談
支
援

事
業
が
併
設
さ
れ
、
兼
務
職
員
に
て
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
３
相
談
支
援
事
業
所
間
で
の
連

携
や
業
務
振
り
分
け
等
が
未
整
理
の
た
め
、
様
々

な
業
務
が
重
複
し
て
行
わ
れ
、
時
間
の
無
駄
を
生

ん
だ
り
、
無
駄
な
文
書
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

相
談
支
援
員
の
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
時

間
の
無
駄
を
省
き
、
相
談
支
援
本
来
の
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
も
３
事
業
所
で
の
連
携
強
化
や
業

務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
文

書
書
式
や
そ
の
整
理
等
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

３

相
談
支
援
事
業
所
の
今
後
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
影
響
の
た
め
相
談
支

援
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る
話
し
合
い
が

十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
現
状
と

課
題
の
整
理
が
で
き
て
お
ら
ず
、
将
来
に
つ
い
て

の
議
論
が
深
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
１

年
度
は
こ
の
た
め
の
話
し
合
い
を
行
い
、
事
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
や
ま
び
こ
第
二
相
談
支
援
事
業
所

・
支
援
の
充
実
を
は
か
り
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
利
用
者
・
家
族
が
大

勢
い
ま
す
。
ま
た
せ
っ
か
く
つ
な
が
っ
た
事
業
所

や
制
度
と
も
疎
遠
に
な
っ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。

・
今
後
の
事
業
の
展
開
を
考
え
て
い
き
ま
す

１
人
職
場
の
問
題
、
制
度
の
問
題
等
々
と
あ
り

ま
す
が
、
３
所
で
協
力
し
て
体
制
を
組
ん
で
い
き

ま
す
。
定
期
的
な
話
し
合
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
第
二
作
業
所
と
の
連
携
を
強
く
し
て
い
き
ま
す

相
談
事
業
で
得
た
情
報
、
関
係
機
関
と
の
関
係

と
活
用
し
て
、
第
二
作
業
所
の
支
援
の
充
実
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
き
ま
す
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
石
神
井
相
談
支
援
事
業
所

利
用
者
と
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

目
標

１
．
情
報
の
提
供

生
活
の
変
化
が
苦
手
だ
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

存
在
を
知
ら
ず
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
い
る

た
め
、
将
来
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
利
用
者
・
家
族

の
意
向
を
確
認
し
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
を

伝
え
、
将
来
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
考
え
る

き
っ
か
け
が
作
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

２
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
状
況
等
を

確
認
し
、
支
援
者
と
一
緒
に
評
価
や
見
直
し
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
集
中
す
る
等
、

余
裕
が
な
い
月
は
取
り
組
み
方
を
工
夫
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す
。

３
．
相
談
支
援
事
業
所
の
今
後
を
考
え
る

現
在
の
体
制
で
継
続
す
る
こ
と
に
危
機
感
を
感

じ
て
い
る
た
め
、
利
用
者
・
地
域
・
そ
し
て
法
人

に
と
っ
て
、
最
善
の
方
法
を
見
つ
け
た
い
と
考
え

ま
す
。

以
上






